
概　 　要

解除群の点数が有意に改善していた。マク
ネマー検定の結果では、転倒転落アセスメ
ントスコアシートの「支えがなければ立位
不安定」「車椅子・杖・歩行器が正しく使
えない」「靴が正しく履けない」「衣服の
着脱に介助が必要」「NCを押さない、押せ
ない」の5項目で有意差を認めた。
【考察】
解除群は非解除群より有意に転倒転落スコ
アシート点数の改善があった。点数改善は
センサーを解除するか否かに影響を及ぼす
ことが判った。また有意差を認めた5項目は
立位保持やバランス能力、歩行補助具や車
椅子、靴の正しい使用が解除の要件だっ
た。ナースコールは解除時に40％が押せる
ようになっていたが押せなくても解除に
なっていた。ナースコールは解除の必須で
はなかった。
【結論】
転倒転落アセスメントスコアシートの点数
を改善させること、転倒転落アセスメント
スコアシートの「支えがなければ立位不安
定」「車椅子・杖・歩行器が正しく使えな
い」「靴が正しく履けない」「衣服の着脱
に解除が必要」「NCを押さない、押せな
い」の5項目がセンサー解除の基準となるこ
とが示唆された。
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【研究背景】
回リハ病棟は認知症高齢患者が多く、ADL向
上を目指す病棟であることから、転倒リスク
が高くなる。転倒対策として離床センサーを
使用していることが多く、センサーは身体抑
制と同様の影響が考えられ、早期に解除する
ことが望ましい。一般的に転倒転落アセスメ
ントスコアシートの点数で転倒危険度を評価
し、センサー設置基準を作成しているが、解
除する基準は先行研究であまり見当たらな
い。
【研究目的】
転倒転落アセスメントスコアシートを用い
て、看護師の経験知や直感に頼らないセン
サー解除の基準を作成ために必要な項目を明
らかにする。
【研究方法】
対象者：A病院に令和2年6月～9月に入院し
た、センサーを使用している患者65名
調査項目：年齢、疾患、入院日、退院日、セ
ンサー使用開始日・解除日、転倒転落アセス
メントスコアシート9項目
調査方法：センサー設置時と解除時または退
院時に転倒転落アセスメントスコアシートを
評価した。分析方法：退院前にセンサーを解
除できた群を解除群、それ以外を非解除群と
して、対応のあるｔ検定で前後比較した。ま
た、解除群に対して、マクネマー検定を実施
した。
倫理的配慮：患者及び家族に対して研究目
的、自由意志による参加、研究において個人
が特定されるような表記は使用しないこと、
研究以外にデータを使用しないことを文書と
口頭で説明し了承を得た。
【結果】
センサー解除群38人、非解除群27人で、解除
時または退院時の結果ではセンサー設置時の
転倒転落アセスメントスコアシートの点数が
有意に改善した。また、センサー設置時と解
除時の転倒転落アセスメントスコアの点数差
を解除群・非解除群で比較した結果、
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